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月11日に発足したオリ首相率いる CPN-UML・UCPN-M 連立内閣は， 5月に野党
NC が仕掛けた連立切り崩し工作をかろうじて切り抜けた。けれども，再攻略を







































































委員長とする HLPM を発足させた。このように一方的に設置された HLPM の協

























































必要性を声高に叫ぶようになった。NC は，第 1党が政権を担当し，第 2党は野
党の座に着くべし（その逆の場合もある）という考えを堅持していた。

















工作を開始した。時機到来とみた UCPN-M は，CPN-UML との連立政権を破棄し，
挙国一致政府を設置して，首相は自党から選出することを決定した。NC は
UCPN-M に連立政権の設立を持ち掛け，首相の座は UCPN-M に譲るとした。ダ
ハール UCPN-M 議長は NC の申し出をいったん受け入れて党に持ち帰ったが，
党所属の閣僚級議員から共産党系連立政権の切り崩しはインドの差し金とする強
い反対意見に押し切られた。




えた。同日の夜，CPN-UML と UCPN-M は ₉項目の合意文書を交わすとともに，











の国民民主党（RPP）と NC（デウバ総裁は国王の命により2004年 6 月 3 日から2005
























と，NC も CPN-UML も共に挙国一致政府の設置を口にしはじめ，首相候補者と
してデウバ NC 総裁や CPN-UML の M･K･ ネパール元首相の名前も浮上するに
至った。しかしながら，最終的に挙国一致政府の樹立に至らず，CPN-MC は挙
国一致政府樹立の代替案として，NC か CPN-UML のいずれかとの連立政権も視
野に入れた方針を打ち出した。 5月の政権転覆策動で NC の期待に反して行動し
た CPN-MC は，その後 NC との関係修復に努めてきた。かくして， 6月22日，
ダハール議長の方から NC のデウバ総裁を訪ねて協議が行われ，挙国一致政府の
設立を含む政権構想が固められた。





























氏名（生年 -没年） 所属政党1） 就任日 離任日 在任日数
ギリジャ・プラサド・コイララ（1925-2010） NC 2006年04月25日 2008年05月28日 764
ギリジャ・プラサド・コイララ2）（1925-2010） NC 2008年05月28日 2008年08月18日 83
プシュパ・カマル・ダハール（1954-） UCPN-M 2008年08月18日 2009年05月25日 280
マダヴ・クマール・ネパール（1953-） CPN-UML 2009年05月25日 2011年02月06日 622
ジャラ・ナタ・カナル（1950-） CPN-UML 2011年02月06日 2011年08月29日 204
バブラム・バッタライ（1954-） UCPN-M 2011年08月29日 2013年03月14日 563
キル・ラジ・レグミ3）（1949-） （最高裁判所長官） 2013年03月14日 2014年02月11日 334
スシル・コイララ（1939-2016） NC 2014年02月11日 2015年10月12日 608
カンガ・プラサド・オリ（1952-） CPN-UML 2015年10月12日 2016年08月04日 297








　 ₈月 3日，立法議会で，ダハール CPN-MC 議長を唯一の立候補者として首相
選挙が実施された。議員総数595人，出席議員573人のうち，賛成票363を獲得し
た同議長が第39代首相に選出され，第 2次ダハール連立政府が誕生した（表 1参






第 2 次憲法改正と 3 選挙の準備
　第 2次ダハール連立内閣の最優先課題はマデシ勢力の憲法改正要求に対する対























































































（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 











































































































　インドからは11月 2 日から 4日までムカルジー大統領が来訪し，両国間の関係
改善を図ったが，ネパール側の歓迎ムードは盛り上がりに欠けた。










































































1 月 1 日 ▼オリ首相，閣僚 6人を任命。
3 日 ▼ 与野党と統一マデシ民主戦線
（UDMF），政治タスクフォース設置合意。
4 日 ▼立法議会，憲法改正法案の審議終了。
































7 日 ▼ TRC と行方不明者調査委員会
（CIEDP），首相に中間報告書提出。









27日 ▼ タパ副首相，HLPM 委員長職辞任
の用意あると発言。
28日 ▼ M･K･ ネパール・ネパール共産党統
一マルクスレーニン主義派（CPN-UML）元首
相，NC 大会後の CPN-UML 主導新政権公言。
3 月 1 日 ▼ダハール統一ネパール共産党毛沢
東主義派（UCPN-M）議長，NC 党大会後に挙
国一致政府設立強調。




















31日 ▼ 外務省，インド・EU サミット共同
声明は内政干渉と非難。
4 月 4 日 ▼イギリス日刊紙，震災被災地のネ
パール人少年の人身売買事件報道。
5 日 ▼テーリンク EU 大使，ネパール憲法
制定を支援し歓迎する欧州の立場説明。
6 日 ▼ NC，党大会でデウバ議員総裁選出。
















5 月 1 日 ▼ NC，オリ内閣批判し政権交代の
必要性強調。
2 日 ▼タパ副首相，HLPM の責任者辞任。
3 日 ▼タルー共闘委員会，タライ地域にタ
ルー州設置要求する行動計画公表。
4 日 ▼ NC，UCPN-M とマデシ系政党に連
立政権呼び掛け。
▼首相，UCPN-M に連立政権継続を説得。





















28日 ▼ 政府，総額 1兆489億㍓の2016/17年
度予算案提出。
31日 ▼ 首相とダハール CPN-MC 議長，政
権移譲の紳士協定の有無で応酬。 













▼ダハール CPN-MC 議長とデウバ NC 総
裁，挙国一致政府含む政権構想協議。
29日 ▼政府，震災住宅復興支援金額決定。




7 月 1 日 ▼復興庁，苦情処理委員会設置決定。




10日 ▼ ゴビンダ・KC 博士，医療制度改革
求め無期限ハンガーストライキ開始。
12日 ▼ CPN-MC，連立政権離脱。
▼ NC と CPN-MC，新政権樹立 ₇項目合意。
13日 ▼ CPN-MC 所属閣僚 ₈人，閣僚辞職。
▼ CPN-MC と NC と統一ネパール共産党， 
オリ首相辞任拒否で首相不信任決議案提出。
14日 ▼首相，国家安全保障セミナーにデウ
バ NC 総裁とダハール CPN-MC 議長招待す
るも共に出席拒否。














30日 ▼ NC と CPN-MC と UDMF，連立政
権設立準備会設置。UDMF は閣外協力決定。
8 月 1 日 ▼大統領，首相選挙実施指示。








4 日 ▼ダハール CPN-MC 議長，首相就任。
5 日 ▼ダハール首相，閣僚 5人を任命。










月（2017年 3 ～ 4 月）の地方選挙実施準備表明。
26日 ▼首相，閣僚13人を任命。























10月 1 日 ▼首相，憲法の施行開始表明。
▼政府，青年企業者育成「一所一企業」政
策開始。





















30日 ▼ 政府，UDMF と憲法改正問題正式
討議開始。
11月 2 日 ▼ムカルジー・インド大統領，来訪
（～ 4日）。
4 日 ▼デウバ NC 総裁，インド訪問（～ ₈日）。




































25日 ▼オリ CPN-UML 委員長，憲法改正法
案は審議も承認も共に拒否継続強調。
26日 ▼ NC， 4項目（投票日公表，選挙法改
正，立法議会正常化，選管職員欠員補充）提案。













































































　 2 　政府要人および第 2 次ダハール内
閣（2016年 8月 4日発足）の閣僚（職
名，氏名 ,〔所属政党〕1））
大統領 Bidhya Devi Bhandari2）〔CPN-UML〕
副大統領 Nanda Kishor Pun〔CPN-MC〕
立法議会議長
 Onsari Gharti Magar2）〔CPN-MC〕
同副議長 Ganga Prasad Yadav〔RPP〕
首相，畜産開発省，科学・技術省




 Krishna Bahadur Mahara〔CPN-MC〕
都市開発省 Arjun Narasingh KC〔NC〕
公共事業・交通省 Ramesh Lekhak〔NC〕
エネルギー省 Janardan Sharma〔CPN-MC〕
外務省 Prakash Sharama Mahat〔NC〕
国防省 Bal Krishna Khand〔NC〕
供給省 Deepak Bohara〔RPP〕
労働・雇用省 Surya Man Gurung〔NC〕
農業開発省 Gauri Shankar Chaudhari〔CPN-MC〕
青年・スポーツ省 Daljit BK Shripaili〔CPN-MC〕





 Surendra Kumar Karki〔CPN-MC〕
教育省 Dhaniram Paudel〔CPN-MC〕
法務・裁判・国会省
 Ajaya Shankar Nayak〔CPN-MC〕
総務省  Keshab Kumar Budhathoki〔NC〕
商業省 Romi Gauchan Thakali〔NC〕
平和・復興省  Sita Devi Yadav2）〔NC〕
文化・観光・民間航空省
 Jeevan Bahadur Shahi〔NC〕
灌漑省 Deepak Giri〔NC〕
産業省 Nabindra Raj Joshi〔NC〕
森林・土壌保全省 Shankar Bhandari〔NC〕
保健省 Gagan Kumar Thapa〔NC〕
協同組合・貧困撲滅省
 Hridaya Ram Thani〔NC〕




 Shree Prasad Jabegu〔CPN-MC〕
エネルギー省
 Satyanrayan Bhagat Bin〔CPN-MC〕
農業開発省 Radhika Tamang2）〔CPN-MC〕
教育省 Dhanamaya BK2）〔CPN-MC〕
公共事業・交通省 Dirgha Raj Bhat〔NC〕
森林省3） Sita Ram Mahato〔NC〕
保健省 Tara Man Gurung〔NC〕
灌漑省 Surendra Raj Acharya〔NC〕
都市開発省 Suwarna Juharchan〔NC〕
文化・観光・民間航空省
 Indra Bahadur Baniya〔NC〕
労働省3） Dilip Khawas Gachhadar〔NC〕
水供給・衛生省 Dipak Khadka〔NC〕














2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2015/161）
人 口（100万人） 26.9 27.2 27.6 28.0 28.3
消 費 者 物 価 上 昇 率2）（％） 8.3 9.9 9.1 7.2 9.5
為替レート3）（ 1 ドル＝ルピー） 81.0 88.0 98.3 99.5 106.5
（注）　 1）暫定値。 2）2005/06を基準年とする。 3）外貨売り渡し価格と買い取り価格の年平均値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2015/2016, Macroeconomic Indicators.
　 2 　支出別国内総生産（名目価格） （単位：100万ルピー）
2011/12 2012/13 2013/14 2014/151） 2015/162）
消 費 支 出 1,359,539 1,516,129 1,730,312 1,934,046 2,130,520
政 府 部 門 164,370 168,407 201,915 232,532 246,146
民 間 部 門 1,167,861 1,318,561 1,493,375 1,662,962 1,843,715
非 営 利 部 門 27,307 29,161 35,022 38,552 40,659
総 資 本 形 成 526,889 632,601 808,758 822,303 763,556
政 府 固 定 資 本 形 成 71,555 75,386 94,979 110,254 132,774
民 間 固 定 資 本 形 成 245,629 307,583 367,034 478,091 429,683
在 庫 変 動 209,704 249,629 346,744 233,958 201,099
財 ・ サ ー ビ ス 輸 入 512,948 634,899 800,552 883,444 885,049
財 ・ サ ー ビ ス 輸 出 153,863 181,180 226,022 247,565 239,664
国 内 総 生 産（GDP） 1,527,344 1,695,011 1,964,540 2,120,470 2,248,691
（注）　 1）修正値。 2）暫定値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2015/2016, Statistical Table 1.7: GDP by 
Expenditure Category.
　 3 　産業別国内総生産（2000/01年固定価格） （単位：100万ルピー）
2011/12 2012/13 2013/14 2014/151） 2015/162）
農 業 ・ 林 業 ・ 水 産 業 224,731 227,193 237,522 239,457 242,640
鉱 業 ・ 採 石 2,770 2,825 3,159 3,233 3,022
製 造 業 43,445 45,059 47,888 48,068 43,329
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 14,690 14,731 15,213 15,366 15,111
建 設 業 37,207 38,119 41,580 42,766 41,064
卸 小 売・ホテル・飲食業 89,967 96,298 106,309 108,705 107,004
運 輸 ・ 倉 庫 ・ 通 信 62,160 66,915 70,420 74,807 76,715
金 融 ・ 不 動 産 ・ 賃 貸 業 77,417 79,786 82,707 83,939 86,945
公 務 ・ 国 防 11,203 11,822 12,418 13,091 13,848
教 育 42,019 44,505 46,646 48,392 51,627
保 健 ・ 社 会 サ ー ビ ス 35,754 37,437 39,194 41,549 44,251
国 内 総 生 産（GDP） 670,279 697,954 739,754 759,915 764,175
実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率（％） 4.78 4.13 5.99 2.73 0.56
（注）　 1）修正値。 2）暫定値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2015/2016, Statistical Tables 1.2: Gross 
Value Added by Industrial Division.
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2016年　主要統計
　 4 　対外貿易 （単位：100万ルピー）
区　分2） 対インド 対インド以外 合　計
2013/14 輸　出 59,613.7 32,377.6 91,991.3輸　入 477,947.0 236,418.9 714,365.9
2014/15 輸　出 55,864.6 29,454.5 85,319.1輸　入 491,655.9 283,028.3 774,684.2
2015/161） 輸　出 23,910.4 18,820.3 42,730.7輸　入 258,217.6 177,583.5 435,801.1
（注）　 1）2015年 ₇ 月16日から2016年 3 月15日までの暫定値。 2）輸出は FOB，輸入は CIF。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2015/2016, Statistical Table 6.1: Direction 
of Foreign Trade.
　 5 　国際収支　 （単位：100万ルピー）
2012/13 2013/14 2014/15 2015/161）
貿 易 収 支 -461,304.5 -595,412.7 -663,496.7 -382,679.2
輸 出（FOB） 85,989.8 100,960.6 98,276.3 44,858.8
輸 入（CIF） -547,294.3 -696,373.3 -761,773.0 -427,537.9
サ ー ビ ス 収 支（純） 7,585.8 20,882.2 27,617.5 4,192.2
所 得 収 支（純） 13,078.8 32,751.7 34,242.5 16,434.3
移 転 収 支（純） 497,700.6 631,500.3 709,956.5 500,603.7
経 常 収 支（贈与除く） 22,880.2 41,201.7 55,464.4 93,127.9
経 常 収 支（贈与含む） 57,060.7 89,721.5 108,319.8 138,551.1
資 本 収 支 10,348.3 17,063.5 14,811.4 9,716.8
金 融 勘 定 12,496.3 11,148.0 17,720.7 -3,267.8
そ の 他 資 本 ・ 誤 差 脱 漏 3,335.4 11,927.6 18,502.7 19,386.3
総 合 収 支 83,240.7 129,860.5 159,354.6 164,386.4
（注）　 1） 2015年 ₇ 月16日から2016年 3 月15日までの暫定値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Economic Survey 2015/2016, Statistical Table 6.9: Balance 
of Payments Summary.
　 6 　国家財政 （単位：100万ルピー）
2014/15 2015/161） 2016/172）
総 収 入 450,022.6 527,505.2 672,792.9
歳 入 411,848.2 460,425.5 565,896.5
税 収 355,955.5 412,424.4 510,591.8
非 税 収 49,910.7 48,001.1 55,304.7
贈 与 38,174.3 67,079.7 106,896.4
総 支 出 428,032.7 593,155.1 929,110.5
経 常 支 出 339,278.0 434,065.9 617,164.1
資 本 支 出 88,754.7 159,089.2 311,946.3
（総 収 入 － 総 支 出） 21,989.8 -65,649.9 -256,317.5
資 金 調 達
政 府 貸 付 金 26,257.4 21,060.6 43,644.6
政 府 出 資 金 10,510.4 13,489.3 22,690.5
外 国 借 款（純） -8,503.4 -36,248.1 -170,248.6
国 内 借 入（純） 5,062.4 -45,896.6 -92,991.3
残 高 11,337.0 18,055.0 59,412.7
（注）　 1）暫定値。 2）推定値。
（出所）　Government of Nepal, Ministry of Finance, Budget Speech of Fiscal Year 2016/17, Budget Summary 
Fiscal Year 2015/16, Annex-1.
